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理学側の検討の進め方 

• 制約条件：時間がない． 

• 第一回会合は6/24（以後週一ペースで会合）. ８月末にはMDR1（科学目的に絞って審

査），10月末にMDR2(現実的な搭載機器案を含めたフルヴァージョン)  

• 「やれそうな科学」と「やるべき科学」 

• 本来は「やるべき科学」→できるかどうか検討（測器，個別科学課題，工学・システム検

討）→「やる科学」の決定 

• 今回は，「やれそうな科学」（測器，個別科学課題）の検討→「やるべき科学」をまとめあ

げ，「やる科学（ミッション目的，要求，成功基準）」を作成．工学・システム検討を横目で

見つつ． 

• 実際には双方を行き来しながら煮詰めていくはず… 

 



体制（原型6/24，7/9～） 
• 理学サイドでは以下の体制で推進 
   ヘッド：藤本 
 
     テーマチーム（リーダー） 
   形成論（玄田、関根） 
   物質科学：サンプリング地上分析（橘、臼井） 
   物質科学：リモート観測（亀田、中村智樹） 
   構造（宮本、松本） 
   火星散逸大気（寺田） 
   火星気象観測（今村） 
 
＋ とりまとめチーム 
   搭載機器とりまとめ（尾崎、早川基） 
   文書作成とりまとめ（倉本，渡邊） 
   事務局 (会合の仕切り，資料集積など)（和田，小川＋CPS ） 



勉強会・各チーム検討報告（7/2～8/5) 

• 形成論 
• e.g., 両衛星は違う起源かも, 内部氷の存否が鍵，… 

• サンプル分析 
• e.g., 衛星固有物質の特定と衛星起源の推定は，酸素同位体分析
などで可能，火星飛来物質から火星史を読み解くには相当量のサ
ンプル必要，… 

• リモセン探査 
• e.g., これまでの観測，とくに分光観測は空間分解能や精度が甘い, 

… 
• 内部構造探査 

• 新規機器も多く困難な課題（内部氷の存在と空隙率の縮退をどう
解くか？），重力計測も火星重力のために困難．水分子の放出測
定が内部氷の存在には鍵だが，「無い」ことをいうことは難しい．，
… 

• 火星散逸大気計測，火星気象観測 
• 実現性は高い？ただし，ミッションでの位置づけは？ 



まとめに入る(7/29～) 

• 7/23 ミッション定義アウトライン作業シート（倉本
シート）配布 

• 7/29～混乱しつつ倉本シート集計 
• 「目的」と「目標」の違いってなに？ 
• 「目標」と「要求」の混成 
• 獲得目標の位置づけ・意義はどこに書く？ 
• サクセスクライテリアの考え方：重要度？できること？機器ご
と？ 
 
 

 



ミッション要求作成へ(8/13～) 

原案思考中。。。 

• 8/13 ミッション要求検討表（通称ワダ表）作成 
• ミッション要求とサクセスクライテリアの作成 
• ミッション要求書作成 

 
 

 
 

 



ワダ表（暫定版） 

 



MDR1に臨む(8/25) 

• ミッション要求根拠文書の整理が必要 
• システム要求への繋がるためのミッション要求とな
るように 

• オプション扱いとするかどうか慎重に検討 
• … 

 



今後(10月末MDR2)へ向けて 

• ミッション要求，ミッション要求根拠文書，サクセス
クライテリアの修正・整理 

• 搭載機器検討，システム検討 
• … 



教訓 

• 科学の深化と観測可能性の評価のために時間が
欲しい． 

• 用語の定義：何をどう書けばよいのか？ 
• 目的，ミッション要求，サクセスクライテリア，… 
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